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こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
無
投
票
再
選
と
な
り
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
無
投
票
再
選
と

い
う
こ
と
は
私
の
責
任
も
倍
加

す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
が
厳
し
い
時
代
、
何
と
し

て
も
皆
さ
ん
の
負
託
に
応
え
る

よ
う
一
層
精
進
に
励
み
頑
張
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

前
一
期
四
年
間
は
、
国
の
財

政
事
情
で
今
ま

で
に
な
く
歳
入

が
６
億
円
も
減

り
、
町
の
財
政

も
ま
さ
に
極
限

状
態
で
す
。
そ

こ
で
、
人
件
費

で
３
億
３
千
万
、

そ
の
他
も
頑

張
っ
て
切
り
つ

め
、
歳
出
を
計

５
億
３
千
万
削

減
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
ま
だ

追
い
つ
け
な
い
状
態
で
す
。
こ

の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
累
積
赤

字
は
来
年
度
で
１
億
９
千
万
円
、

二
〇
〇
七
年
度
に
は
、
５
億
５

千
万
円
に
達
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
何
と
か
し
て
来
年
度

中
に
は
赤
字
を
ゼ
ロ
に
し
、
健

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
頑
張

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
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私
は
、
前
一
期
目
を
通
し
今

後
も
、
常
に
町
民
と
の
対
話
を

心
が
け
町
民
の
立
場
で
考
え
、

と
も
に
歩
む
姿
勢
で
、
町
民
の

総
意
を
行
政
に
反
映
し
て
い
く

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
そ
し
て

町
民
が
、
個
性
豊
か
な
充
実
し

た
人
生
を
送
れ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
一
期

目
の
政
策
を
継
続
し
、

①
財
政
再
建
へ
の
赤
字
施
設
の

改
善
。

②
大
規
模
通
年
農
業
の
普
及
。

③
新
幹
線
駅
開
業
を
見
す
え
た

海
岸
部
の
観
光
道
路
整
備
。

④
融
雪
溝
と
合
併
浄
化
槽
の
整

備
促
進
。

以
上
、
二
期
目
の
公
約
と
し
、

一
層
充
実
す
る
よ
う
努
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
さ

ら
な
る
町
民
各
位
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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９
月
14
日
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、｢

今
別
町
生
き
が
い
健
康
づ
く

り
と
敬
老
の
集
い｣

を
開
催
し
、
70

歳
以
上
の
方
の
長
寿
を
祝
う
と
と
も

に
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

認
識
を
高
め
ま
し
た
。

式
で
は
、
小
鹿
町
長
か
ら

｢

敬
老

の
集
い｣

部
門
と

｢

生
き
が
い
健
康

づ
く
り｣

に
つ
い
て
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
第

１
部
の
今
別
保
育
園
児
に
よ
る
お
遊

戯
、
第
２
部
の
人
権
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト

(

あ
づ
ま
た
く
み
＆
ブ
リ
ー
ズ)

｢

夏
の
思
い
出｣

な
ど
10
曲
が
披
露

さ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
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(

明
治
39･

４･

１
〜

明
治
40･

３･

31
ま
で
の
出
生
者)

�
�
�
‥

坂
本
ヨ
シ

�



�
�

�

���
�

��	
(
大
正
６･

４･

１
〜

大
正
７･

３･

31
ま
で
の
出
生
者)

�
�
�
‥

佐
藤
フ
ミ
・
秋
元
と
し

�
�
�
‥

鳴
海
こ
ま
・
小
鹿
壽
郎

�
�
�
‥

阿
部
し
め
よ
・
田
中
ト
シ
エ

山
内
キ
ヌ
コ
・
横
山
キ
ミ
ヨ

張
山
よ
こ

�
�
	
‥

澤
田
こ
よ

�


�
�
‥

平
山
リ
キ

�


�
‥

相
内
豊
作

�
�
�
‥

相
内
キ
ヨ

�
�
�
‥

高
橋
千
代

�
�
�
‥

小
山
内
原
作
・
小
鹿
ツ
ヤ

�


�
‥

中
村
香
代
・
阿
部
喜
衛
門

�
�
�
�
‥

藤
巻
し
め

�
�

�
�

�

���
�

��	
(

昭
和
３･

４･

１
〜

昭
和
４･

３･

31
ま
で
の
出
生
者)

※
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
者
の
み

�
�
�
‥

佐
藤
才
太
郎

�
�
‥

中
嶋
典
子

�
�
‥

成
田
り
せ
子
・
小
山
内
ハ
マ

田
中
巳
代
治
・
梅
田
昭
子

�
�
�
‥

大
澗
一
三
郎
・
柳
谷
義
雄

�
�
�
‥

田
中
光
男
・
田
中
き
ぬ
え

�
�
�
‥

相
内
て
る
よ
・
平
山
成
起

�
 
!
"
‥

相
内
喜
代
道
・
相
内

寛

相
内
ツ
ヨ
ミ
・
宮
本
タ
ケ

�
#
$
"
‥

小
鹿
と
し
ゑ

�
%
&
"
‥

澤
田
政
光

�


�
‥

木
村
キ
ヱ
・
入
江
し
も

木
村
久
子
・
米
谷
か
せ

吉
田
勝
太
郎

�
'
$
"
‥

小
倉
幸
吉

�
(
&
‥

鈴
木
常
利

�


�
�
�
�
�

���
�

�
�

(

昭
和
30･

４･

１
〜
昭
和
31･

３･

31

ま
で
に
婚
姻
届
出
夫
婦)

�
�
�
‥

中
井
博
芳
・
き
ぬ
夫
婦

南

哲
夫
・
し
ず
ゑ
夫
婦

中
嶋
忠
三
郎
・
恵
美
子
夫
婦

中
嶋
貞
夫
・
み
つ
ゑ
夫
婦

小
鹿

勲
・
つ
よ
い
夫
婦

�
)
*
‥

澤
田
政
光
・
ミ
ツ
夫
婦

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

※
100
歳
到
達
者(

明
治
38･

４･

１
〜
明
治

39･

３･

31
ま
で
の
出
生
者)

�


�
�
‥

小
鹿
サ
ワ

※
88
歳
到
達
夫
婦

(

夫
婦
の
ど
ち
ら
か
一

方
が
大
正
６･

４･

１
〜
大
正
７･

３･

31

ま
で
の
間
に
出
生
し
か
つ
と
も
に
満
88

歳
以
上
と
な
る
夫
婦)

�
�
�
‥

佐
藤
光
雄
・
フ
ミ
夫
婦

(

敬
称
略)
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・
藤
田

未
来(

５
歳
児)

(

保
護
者
・
祥
宏)

・
平
野
内
晃
大(

５
歳
児)

(

保
護
者
・
和
生)

�
�

�・
五
十
嵐
龍
斗(

４
歳
児)

・
五
十
嵐
魁
乙(

３
歳
児)

(

保
護
者
・
譲)

�
�


�
�
�

�
�


・
藤
田

葵

(

１
年)

(

保
護
者
・
祥
宏)

�
�

�・
佐
渡

継
美

(

６
年)

(

保
護
者
・
慶
剛)

�
�

�・
木
村

千
鶴

(

３
年)

(

保
護
者
・
真
治)

�
�

�・
太
田

悠
也

(

１
年)

(

保
護
者
・
正)

�
�
�
�・

田
中

深
雪

(

１
年)

(

保
護
者
・
直
樹)

�
�


�
�
�

�
�


・
阿
部

周
平

(

３
年)

(

保
護
者
・
由
紀
子)

・
三
上

朝
子

(

３
年)

(

保
護
者
・
一
彦)

�
�
�
�・

田
中

裕
大

(

３
年)

(

保
護
者
・
裕
文)

�
�
�・

宮
本

啓
樹

(

１
年)

(

保
護
者
・
雄
一)

�
�
�
 ・

藤
巻

鴻
士

(

１
年)

(

保
護
者
・
均)

・
藤
巻

岬

(

３
年)

(

保
護
者
・
和
哉)

�
�
�
�・

山
田

晃
大

(

２
年)

(

保
護
者
・
基)

※
保
健
協
力
員
と
し
て
10
年
間

活
動
し
た
方

・
八
幡
町
地
区
：
佐
藤

か
ね

・
大
川
平
地
区
：
平
山

妙
子

・
二
股
地
区
：
秋
田

恵

・
山
崎
地
区
：
太
田
き
み
子

・
袰
月
地
区
：
小
倉

啓
子

・
綱
不
知
地
区
：
横
岡

文
子
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６
年

阿

部

篤

子

『

一
本
で
も

吸
う
と
次
々

手
が
で
る
ぞ』

�
�

�
�

�
�

	



�
�



�

�
�

�
�

�

６
年

木

村

元

気

『

虫
歯
き
ん

そ
う
き
は
っ
け
ん

あ
な
た
を
す
く
う』

�
�

�
�

�
�

�
�

５
年

神

大

樹

『

好
き
き
ら
い

絶
対
だ
め
だ
よ

び
ょ
う
気
に
な
る
よ』

�
�

�
�

５
年

宮

越

す
ず
乃

『

朝
起
き
て

し
ょ
く
じ
を
た
べ
て

学
校
へ』

６
年

宮

本

亜

来

『

朝
食
を

食
べ
れ
ば
あ
と
で

元
気
で
る』５

年

田

中

萌
『

め
ざ
せ

病
気
に
な
り
に
く
い

け
ん
こ
う
な
体』

!
�
�
"
�
�

�
�

�
�

�
�

２
年

神

瑞

希

『

禁
煙
し
よ
う

自
分
の
た
め
か
ん
き
ょ
う
の
た
め

こ
れ
が
健
康
の
第
一
歩』

�
�

�
�

�
�
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�

２
年

泉

光

『

受
け
ま
し
ょ
う

定
期
健
診

早
期
発
見』

�
�

�
�

�
�

�
�

１
年

川

村

真
奈
美

『

未
成
年

た
ば
こ
、
お
酒
は

は
た
ち
か
ら』

�
�

�
�

２
年

蝦

名

竜

樹

『

禁
煙
は

自
分
も
ま
わ
り
も

体
に
い
い』２

年

上

野

星

『

塩
分
糖
分

健
康
第
一

ほ
ど
ほ
ど
に』

２
年

佐
々
木

彩

華

『

体
調
管
理

自
分
で
し
っ
か
り

確
認
を』

�
�

�
�
�
�

�

�
�
�
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明
け
方
の
夢
う
つ
つ
の
中
で
、
ふ
と

｢

日
本
の
川
か
ら
イ
ワ
ナ
が
消
え
る
日｣

と
い
う
題
の
本
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
何
で
も
あ
り
、
と
言
う
世
の
中
で

す
が
、
も
う
そ
れ
が
現
実
に
近
く
な
っ
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
川
の
釣
り
人
に

一
番
親
し
ま
れ
て
き
た
の
が
イ
ワ
ナ
で
す
。

イ
ワ
ナ
釣
り
の
プ
ロ
と
自
認
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
今
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
穴
場
で
釣
り
上
げ
た
後
は
根

絶
し
か
ね
な
い
と
い
う
の
が
本
流
や
小
沢

の
姿
で
し
ょ
う
。

ヤ
マ
メ
と
住
み
分
け
上
流
に
住
む
習
性

で
し
た
。
大
物
は
、
人
を
寄
せ
つ
け
な
い

薮
の
中
、
か
ら
み
合
っ
た
広
葉
樹
の
枝
が

昼
の
空
を
暗
く
し
て
い
る
所
、
淵
を
作
る

竹
わ
ら
の
茂
み
、
倒
木
や
木
の
根
な
ど
複

雑
に
入
り
組
ん
だ
流
れ
の
中
に
潜
ん
で
い

ま
し
た
。
餌
に
つ
い
て
は
ど
ん
欲
。
川
虫
、

木
か
ら
落
ち
る
虫
類
、
蛙
、
ヘ
ビ
、
蟹
、

水
の
中
に
い
る
も
の
な
ら
何
で
も
く
ら
い

つ
こ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
山
林
の
伐
採
、

大
型
林
道
の
ほ
か
様
々
な
開
発
と
い
う
〈

近
代
化
〉
の
仕
組
み
の
中
で
、
川
の
姿
は

昔
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
。
今
別

川
、
増
川
な
ど
も
上
流
は
川
床
が
上
昇
し
、

単
調
な
浅
瀬
。
伐
採
後
の
土
石
流
を
防
ぐ

砂
防
ダ
ム
で
、
さ
す
が
の
イ
ワ
ナ
も
住
み

か
な
し
で
す
。
大
型
ダ
ム
が
あ
ち
こ
ち
に

出
来
た
時
代
か
ら
、
私
た
ち
は
魚
道
す
ら

あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
あ
る

観
光
ラ
イ
ン
に
面
し
た
小
さ
な
川
は
、
ヤ

マ
メ
、
イ
ワ
ナ
、
マ
ス
の
宝
庫
と
呼
べ
る

渓
相
で
し
た
が
、
あ
る
日
突
然
、
海
沿
い

の
道
路
近
く
の
流
れ
の
す
ぐ
上
に
、
大
き

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
が
立
ち
ふ
さ
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
沢
は

魚
が
海
か
ら
上
が
る
こ
と
の
な
い
、
〈
死

ん
だ
川
〉
と
な
っ
た
の
で
す
。
〈
観
光
〉

と
い
う
名
の
無
計
画
の
典
型
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

い
わ
ゆ
る
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
小
学
生
た
ち
は
、｢

イ
ワ
ナ
釣
り

が
一
番
楽
し
か
っ
た｣

と
言
う
よ
う
で
す
。

ダ
ム
に
さ
え
ぎ
ら
れ
た
小
さ
な
空
間
で
も
、

小
型
化
し
て
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
本
能
、

水
滴
が
流
れ
落
ち
る
と
こ
ろ
な
ら
、
崖
で

も
よ
じ
登
ろ
う
と
す
る
執
念
を
持
つ
イ
ワ

ナ
を
子
ど
も
た
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
察
知
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

自
然
の
イ
ワ
ナ
と
共
存
で
き
る
川
づ
く

り
の
手
立
て
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。
小

さ
な
淵
に
い
る
、
小
さ
な
イ
ワ
ナ
を
見
か

け
て
も
心
が
和
み
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
イ

ワ
ナ
な
ど
が
住
む
川
の
流
れ
が
あ
れ
ば
、

私
た
ち
の
心
は
豊
か
に
、
命
満
た
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。
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澤
田

瑞
穂
さ
ん

(

今
別
八
幡
宮
宮
司)

９月９日から岡山県玉野市で行われた第60回国民体育大会フェ
ンシング競技で､ 今別町出身の選手達は､ 全国の強豪を相手に､
健闘し“フェンシング今別”の強さを印象づけました｡
この大会では､ 少年男子メンバーとして大馬義明選手(今別
高校)､ 澤田稔章選手(同)､ 澤田昂太郎選手(青森高校) の３選
手が活躍しベスト７に､ さらに､ 平成13年宮城国体青森県少年
男子で優勝したメンバーの､ 阿部秀嗣選手 (専修大学)､ 大馬
匡選手 (日本体育大学)､ 戸嶋愛樹選手 (拓殖大学) が成年男
子メンバーとして活躍しベスト８にと､ それぞれ入賞しました｡
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前略､ 先日はネブタのビデオを送っていただきありがとうございま
した｡ 当地､ 犬山市羽黒では毎年８月第１の土曜日に､ 羽黒コミュニ
ティ主催の夏祭りを行っています｡ 毎年色々なことを取り入れていますが､ 今年は是非､ 青森のネブタ祭りをとの
提案があり青森出身の私に声がかかりました｡ 当地の人達は､ 実物のネブタ祭りを見たこ
とのない人がほとんどで勿論､ 扇ネブタは知らない人ばかり｡ 模型のネブタを見ながら素
人が絵も描き作りました｡ 子ども達も・・・と言う声が出て､ 児童センター (学校が終わっ
てから子ども達を預かる施設) の子ども達にも絵を描かせてこどもネブタも作りました｡
また､ 婦人会の人達がハネトの笠も手づくりし､ 参加者は50人以上でした｡ そして､ 送っ
て頂いたビデオから音をカセットテープに取り､ 音を流して ｢ラッセラー､ ラッセラー｣
の掛け声とともにやぐらの周りを回りました｡
今までにない賑やかな夏祭りとなり､ 見る人も参加する人も大変喜んでくれました｡ 来
年は､ もっと参加者を増やしネブタも色々作ろうと町民は頑張っております｡ 私も久しぶ
りに故郷を思い出し楽しい一日となりました｡ 素人写真であまりよく撮れておりませんが､
素人ネブタの写真を送らせていただきます｡
高橋さん大変ありがとうございました｡ これからもお元気でご活躍ください｡
※町では､ ラブいまべつ会の皆さんから近況報告などのお便りをお待ちしています｡
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第
13
回
県
民
駅
伝
競
走
が
９
月
４

日
青
森
市
で
開
催
さ
れ
、
県
内
47
市

町
村
代
表
選
手
376
人
が
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

平
成
の
大
合
併
後
の
初
め
て
の
大

会

(

昨
年
の
66
市
町
村
か
ら
47
市
町

村
に
19
自
治
体
が
減
少
と
な
っ
た)

で
、
選
手
達
は
郷
土
の
誇
り
を
胸
に

懸
命
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

正
午
の
号
砲
と
共
に
県
観
光
物
産

館
ア
ス
パ
ム
を
ス
タ
ー
ト
。
８
区
間

33･

８
㌔
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
県
総

合
運
動
公
園
を
目
指
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
天
候
は
、
残
暑
が
や
わ

ら
ぎ
気
温
21･

５
度
の
絶
好
の
駅
伝

日
和
と
な
り
ま
し
た
。
各
区
間
を
走

る
今
別
チ
ー
ム
選
手
達
は
、
沿
道
に

詰
め
掛
け
た
家
族
や
友
人
な
ど
の
声

援
を
受
け
、
心
一
つ
に
最
後
ま
で
懸

命
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
町
の
部
16

位
、
総
合
28
位
と
大
健
闘
し
ま
し
た
。

走
り
終
え
た
選
手
達
に
は
、
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
や
拍
手
が
惜
し
み
な
く
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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金
子
光
雄
監
督
は
、｢

選
手
の
皆

さ
ん
が
大
変
健
闘
し
、
今
別
町
の
タ

ス
キ
を
最
後
ま
で
つ
な
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し
い
限
り

で
す
。
今
後
も
計
画
的
に
練
習
を
重

ね
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
選
手

ス
タ
ッ
フ
一
同
一
丸
と
な
り
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す｣

と
抱
負
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

今
別
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦

労
様
で
し
た
。
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８
月
20
日

｢

海
峡
の
家
ほ
ろ
づ
き｣

に
お

い
て
、
昭
和
30
年
度
袰
月
中
学
校
卒
業
第
一

期
生
の
同
窓
会
が
24
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

｢

海
峡
の
家
ほ
ろ
づ
き｣

は
、
袰
月
中
学

校
が
今
別
中
学
校
と
統
合
し
廃
校
と
な
り
、

そ
の
後
改
築
さ
れ
、
平
成
７
年
７
月
町
営
の

宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢

袰
月
中
学
校
を
卒
業
し
50
年
の
節
目
を

祝
い
、
母
校
で
行
い
た
か
っ
た｣
と
話
す
発

起
人
の
小
鹿
良
子
さ
ん(

村
元)

。
会
場
で
は
、

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
、
50
年
ぶ
り
の
再
会
と

あ
っ
て
懐
か
し
い
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。
特
に｢

統
廃
合
で
母
校
が
な
く
な
っ

て
い
る
中
、
こ
う
し
て
宿
泊
施
設
と
し
て
残

し
て
い
た
だ
き
と
て
も
う
れ
し
い｣

と
皆
さ

ん
感
激
。
ま
た
の
開
催
を
約
束
し
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
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今
別
町
綱
引
き
ク
ラ
ブ
は
、｢

05

闘
魂
砂サ

〜〜

夢ム

交
流
綱
引
き
大
会｣

と

銘
打
っ
た
綱
引
き
大
会
を
旧
二
股
小

学
校
校
庭
で
行
い
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
当
町
か
ら
80
人
が
出

場
し
、
見
物
客
も
50
人
と
閉
校
し
た

校
庭
に
久
し
ぶ
り
に
歓
声
が
こ
だ
ま

し
て
い
ま
し
た
。

出
場
者
は
ジ
ュ
ニ
ア
、
一
般
男
女

混
合
５
人
一
組
で
両
部
に
分
か
れ
、

砂
地
で
綱
を
引
き
合
い
、
勢
い
が
増

す
ほ
ど
砂
に
足
を
と
ら
れ
最
後
に
は

綱
と
平
行
に
横
に
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
見
物
客
か
ら
笑
い
や
拍
手
が
絶

え
ず
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
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８
月
21
日
、
農
園
オ
ー
ナ
ー
の
家
族
連
れ
150
人
が
、
収
穫

祭
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
の
中
の
収
穫
祭
で
し
た
が
10
家
族
ほ
ど
が
ジ
ャ

ガ
イ
モ
掘
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上

の
イ
モ
が
多
く
、
作
業
中
大

き
な
イ
モ
が
掘
り
出
さ
れ
る

と
歓
声
が
聞
こ
え
、
家
族
ら

は
収
穫
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

特
に
、
７
月
の
強
風
で
被

害
を
受
け
、
収
穫
が
遅
れ
た

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
糖
度

14
・
８
％
と
甘
み
も
十
分
で

各
オ
ー
ナ
ー
に
と
て
も
好
評

で
し
た
。

今
別
高
校
で
は
、
８
月
30
日
131
人
の
生
徒
が
参
加
し
ジ
ャ

ガ
イ
モ
収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
春
に
植
え
付
け
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
楽
し
み
に

し
な
が
ら
掘
り
取
り
作

業
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

収
穫
し
た
粒
ぞ
ろ
い

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
906
キ
ロ

の
収
穫
量
に
全
員

｢

す

ご
い
！｣

と
歓
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

早
速
、
豚
汁
に
入
れ

全
員
で
採
れ
た
て
を
味

わ
い
ま
し
た
。
後
日
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
老
人

施
設
な
ど
に
贈
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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今
別
町
社
会
福
祉
協
議
会(

嶋
中
賢

一
会
長)

は
、
９
月
７
日
青
森
県
生
命

保
険
協
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
福
祉
巡
回

車
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

青
森
県
生
命
保
険
協
会
は
、
平
成
３

年
か
ら
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

募
金
活
動
を
行
い
、
青
森
県
各
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
へ
福
祉
巡
回
車
を
寄

贈
し
、
今
年
で
15
回
目
と
な
り
累
計
34

台
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

贈
呈
式
で
は
、
青
森
生
命
保
険
協
会

高
原
康
彦
会
長
か
ら

｢

在
宅
サ
ー
ビ
ス

な
ど
地
域
福
祉
に
有
効
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
嶋

中
会
長
は
、｢

地
域
福
祉
充
実
の
た
め
、

そ
し
て
町
民
が
安
心
し
て
住
め
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
大
切
に
有
効
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す｣

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
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９月14日､ 役場町長室において
蟹田地区交通安全協会(對馬政美
会長) から､ 当町へ ｢交通安全メッ
セージ｣ が伝達されました｡
これは､ 全国交通安全運動が９
月21日から30日までの10日間実施
されるにあたり､ 関係機関・団体
との連携を密にし交通安全対策を
積極的に展開するためのものです｡
当町では､ ①高齢者の交通事故
防止②夕暮れ時の歩行中と自転車
乗用中の交通事故防止③シートベ
ルトとチャイルドシートの正しい
着用徹底などを重点項目としたメッ
セージを積極的に展開するものと
誓いました｡

８月５日､ 地域子ども教室では､
読み聞かせグループ｢こでまりの
会｣の協力を得て｢今別を探検しよ
う！｣と題し､ お寺と神社の違い
を学習しました｡ 12名の参加者は､
本覚寺､ 正行寺､ 今別八幡宮を見
学しそれぞれ説明を受け､ その後､
アスクルの公園でゲームなどをし､
おにぎりを食べ解散しました｡
子ども教室では､ 初めての外で

の活動に､ 子どもたちはのびのび
と楽しんでいました｡ みなさんも
参加してみてください｡

連絡先：子どもサポートセンター
(中央公民館内) �35－3757

今別小学校では､ ９月13日友好
町の北海道知内小学校と交流学習
を旧大川平小学校で行いました｡
交流学習は､ ４年生46人(今別
小16人・知内小30人) の参加で行
われ､ 名刺カードを交換し自己紹
介をしたり､ 釣り堀で釣りを楽し
みました｡
また昼食時には､ お母さん方の
協力で子どもたちが釣った魚を焼
いてもらったり､ おにぎりや豚汁
も作ってもらったりと､ 子どもた
ちはとてもおいしそうに食べ大満
足の一日となりました｡
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今
別
小
学
校
で
は
、
９
月
２
日
第
４
回
き
ら

め
き
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

岩
木
山
自
然
学
校
の
高
田
敏
幸
さ
ん
を
講
師

に

｢

つ
な
が
り｣

と
題
し
行
わ
れ
た
講
座
は
、

３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
79
人
の
児
童
が
参

加
し
ま
し
た
。

高
田
先
生
は
、｢
生
き
て
い
く
中
で
色
々
な

つ
な
が
り
が
あ
り
、
自
分
も
地
球
に
乗
っ
て
い

る
ん
だ
と
実
感
し
て
ほ
し
い｣
と
話
し
、
児
童

ら
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
体
験
活
動
を
通

し
、
協
力
し
て
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
講
演
し
ま
し
た
。

体
験
活
動
は
、
児
童
が
動
物
に
な
り
食
物
連

鎖
を
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
、
10
円
玉
の
上
に
水
滴

を
乗
せ
水
の
表
面
張
力
を
体
験
し
水
の
限
界
を

知
る
ゲ
ー
ム
な
ど
行
な
い
ま
し
た
。
木
村
こ
こ

ろ
さ
ん

(

４
年)

は
、｢

食
物
連
鎖
ゲ
ー
ム
が

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
に
色
々

な
こ
と
が
わ
か
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
も
っ
と
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
み
た
か
っ
た
な

あ
。
つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
っ
と
調
べ
て
み
た

い
で
す｣

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
主
催
の

｢

荒
馬
っ
子
ス
ク
ー
ル
十

和
田
湖
奥
入
瀬
ウ
ォ
ー
ク｣

が
、
８
月
28
日
行
な

わ
れ
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
石
ヶ
戸
か
ら
子
ノ

口
ま
で
奥
入
瀬
川
沿
い
に
約
13
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

ゆ
っ
く
り
歩
き
、
時
折
立
ち
止
ま
り
、
指
導
者
の

木
村
清
次
先
生
か
ら
奥
入
瀬
の
自
然
の
営
み
を
学

習
し
ま
し
た
。

奥
入
瀬
川
か
ら
の
そ
よ
風
と
木
々
の
香
り
が
と

て
も
心
地
よ
く
、
参
加
者
は｢

来
て
よ
か
っ
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た｣

な
ど
と
て
も
感
動
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
銚
子
大
滝
前
で
の
昼
食
で
は
、

｢

滝
を
見
な
が
ら
の
お
に
ぎ
り
は
格
別
に
お
い
し

い｣

と
満
足
の
よ
う
す
で
し
た
。

参
加
者
の
山
形
ち
え
み
さ
ん
は
、｢

奥
入
瀬
を

歩
く
の
は
初
め
て
で
、
13
キ
ロ
歩
け
る
か
ど
う
か

不
安
だ
っ
た
。
何
と
か
歩
く
こ
と
が
で
き
た
。
奥

入
瀬
の
自
然
を
満
喫
し
明
日
へ
の
活
力
に
し
た
い｣

と
笑
顔
で
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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平成17年10月27日(木)～11月22日(火)
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科 名 募集人員 訓練期間

電 気 工 学 科 20名 ２年

インテリア・サービス科 20名 １年

建設システム工学科 20名 ２年
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犯罪の被害者は､ 直接的被害に加え､ 精神的
被害､ 経済的被害等多くの被害を受けており､
社会全体で支え合うことが求められています｡
皆さんに対して犯罪被害者支援の重要性を訴え
ると共に､ 犯罪被害者遺族の心情等を理解して
もらうためフォーラムを開催します｡
- ./01��2�34�5-678

��933��5933
: ;/<=>?@ABCD

��EFG�HI��JK
L M/NO PQ R

STUVWXYZ�[\
]^]Z�_�`a[\

pqrst�uv
平成７年に最愛の娘さんを殺害された犯罪被

害者の遺族です｡ 事件後は､ 犯罪被害者遺族と
の交流や被害者支援フォーラム講演を行ってい
るほか､ 財団法人犯罪被害者救援基金主催の
｢犯罪被害者支援に対する提言｣で作文を応募し
優秀賞を受賞されるなど､ 被害者支援の必要性
を訴え続けています｡

※bAc�def：今別駐在所 �35－2029
蟹田警察署 �22－2211
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道路交通センサスは､ 道路交通量や車の利
用実態などを調査するものです｡ そのうち､
車の利用実態の調査は､ 不作為に抽出された
対象者 (一般家庭や事業所など) を調査員が
訪問し､ アンケート方式で答えていただくも
のです｡
調査実施機関が発行する身分証明書を携帯

した調査員が訪問した際は､ 調査趣旨をご理
解のうえご協力をお願いします｡

【調査実施機関】国土交通省東北地方整備局
道路部道路計画第二課､ 青森県道路課

gghhiijjkkllmmnnooAAppqqrrssss
��3344oo<<gghhiijjttuuvvww44xxDDyyzz{{

労働保険 (労災保険と雇用保険) は､ 農林水
産業の一部を除き､ 労働者を一人でも雇用して
いる場合､ その事業主には加入の義務が発生し
ます｡ (手続きを行わない場合､ 職権により強
制適用される場合があります｡)
・労災保険…業務災害及び通勤災害により負傷

した場合補償を行う｡
・雇用保険…労働者が失業した場合､ 生活の安

定のため失業給付等を行う｡
pwxyz{v

ハローワーク青森 �017－776－1561
〒030－0822 青森市中央２丁目10－10
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と き 平成17年10月22日 (土)
午前10時～午後３時

ところ 中央公民館

������ � � ���
(�：35－3860)

※当日､ 用事などで来所できない方は､ 自宅でも

相談を受けますので､ お気軽にご連絡ください｡
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日 曜 行 事 予 定 〈場所〉

９ 日
2005スポレクフェスティバルいまべつ

(主会場：町立体育館)
※先月号で10日の予定でしたが､ ９日に変更になりました｡

15 土 荒馬っ子スクール ｢パンづくり教室｣

16 日 東青地区地域スポーツフェスティバル (平内町)

23 日 荒馬っ子スクール ｢浜名岳登山｣

29 土 荒馬っ子スクール ｢水ロケット打上大会｣

30 日 産業と文化のまつり (開発センター)

31 月
固定資産税第３期納期限
国民健康保険税第３期納期限
介護保険料第３期納期限

11 月

１ 火 平成18年度就学時健診(今別小学校)

５ 土 荒馬っ子スクール ｢スケート教室｣ (青森市)

まちの行事予報 10／１～11／10

� � � �

福
士

大た
い

晟せ
い(

孝
行)

中

沢

小
野

賢
一

(

76)

袰

月

����(平成17年８月31日)
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(

８
月
１
日
か
ら
31
日
の
届
出
分)

�
�

�
�

�

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
出
の

時
に
住
民
保
険
担
当
へ
申
し
出
て
下
さ

い
。
ま
た
、
東
奥
日
報
・
東
奥
ウ
ェ
ブ

に
つ
い
て
も
同
様
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
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皆さんはご存知でしょうか？
親の病気や離婚､ 家出､ 虐待など様々な理由で､ 親元

を離れて暮らさなければならない子ども達が増えていま
す｡ このような子どもの９割以上が養護施設など児童福
祉施設に入所しています｡
しかし､ こうした子どもたちにとって家庭をはなれて

あたらしい環境に適応することは中々容易ではありませ
ん｡ その子どもにあった､ よりきめ細やかな支援が求め
られており､ ｢家庭的｣ という観点から､ 子どもたちの
暮らしを支える､ 里親の役割が期待されているのです｡
������ 青森県中央児童相談所 �017－781－9744

役場環境福祉担当 �35－2465
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土地家屋調査士が､ 土地の境界問題でお困り
の方､ その他の建物や土地の表示登記・筆界問
題でお困りの方､ その他の建物や土地の表示登
記・筆界特定手続きなどに関しての無料相談を
行います｡

１. 日 時：平成17年11月6日(日)
午前10時～午後3時30分

２. 会 場：青森市 ｢アウガ５階 研修室｣
������

青森県土地家屋調査士会

�017－722－3178 FAX017－775－7067

���	
��
���

����  !"#$%�&

�����������������

� � � � � � ��

'($
)



���������	
����
����

��������	
��
�����������


���������� !	"

����#�$%&�'#()*+,-.�/0 1

2345�� !�6��789&:�;�<9&=>

?@A>(B�C/4�D�4EF GH�IJ��K

L6�"!6�MN�123>6O�P*�) QRG

H5STUVWXY,Z[\4]^ 6�A_���
"

`abc�def�g�
h�i5jP*�5�kl,

	"�����,#�mnopEF q�i ,Zrj

st uvAw4xy��!	>,uz j{|� !

	}A~ ��6�L�� `v5���A�Z���

, 6"

IJa��h��

����������������		

����

������

�� �� �� ���������� 		



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 
!
"
#
$
�
�
%
�
&

� �
�

� �

�
�
�

�
�

�
�
�
��

�
�
	


�
�

'
�
�
�
(
�
�
#
�
�
�
�
�
)
$
�
�

 
!

*
#
$
�
�
%
�
&

� �
�

	 


�
�
�



�

�
�
�
��

�
�
�
	


�
�

�� ����
�� ��

��
��

��
		 



�� �� �� �� 

 ����

※町に住所を有する３歳以下 (平成14年４月２日誕生日以降)
の子どもさんを掲載しています｡

※町では､ 20代・30代の元気人を探しています｡ 自薦・他薦
かまいませんので､ 広報担当までご連絡ください｡
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